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■本製品内に20kg以上の荷物を入れないでください。■フタの耐荷重は4kg未満です。4kgを超える荷物を
載せると型崩れや破損の原因となります。■フタの上に荷物を載せると、ファスナーの操作がしづらくなります。
無理やり操作を行うと破損の原因となりますのでファスナーは丁寧にお取り扱いください。■ファスナーの開閉
は必ず引き手を持って行ってください。
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面ファスナー

両サイドの芯材ポケットカバーを
開き、側面板を差し込む

タレを4か所立ち上げる

面ファスナーを貼り合わせる

本体に底板を入れ、本体の面ファスナーで固定する

先ほど組み立てた底板のタレが
隠れるように固定できれば
本体の準備は完了です。

リヤキャリアにベルト 4本を取り付ける

リヤキャリアに本体を設置し、
本体のバックルにベルトを通す

ベルトの通し方
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ハサミで切る場合
約10cm程度ベルトを残してハサミでカットし、
ベルトがほつれてしまわないよう断面をライターで
サッと溶かしてください。

バックルの裏表に注意

OK NG
バックルの裏表が逆の場合は
一度下半分を外して正しい方向に
つけなおしてからベルトを通してください。

：袋 ：取説https://www.yama-maruto.com
外観や仕様は予告なく変更する場合があります。
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取り付け方法説明書

本体はお好きな方向で
設置してください。

� 付属の底板を組み立てる�

�

�

�

バックルをしっかり固定し
余ったベルトは結ぶか切断する�

レインカバーの使い方

仕切り板の使い方

1. カバーを本体上部に被せる
2. カバーについているフックを本体のカンにひっかける
3. コードロックを絞り本体にフィットさせる

仕切り板は、本体側面の面ファスナーと貼り合わせて
設置します。荷物が少ない時に、物が動かないように
端に寄せて置くときなどに便利です。

本体を一時的に取り外す場合フタに荷物を載せる場合

本体を保管する場合
側面板と底板を外せば
平らな状態で折りたたんで
保管することができます。
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①

② カンを下へ下げる

カン

底板を固定するカバーが
本体側に付いています。

サイドの引き手や部品と車体を
ワイヤーロックなどでつなぐなど
対策をおすすめします。
(※ワイヤーロックは別売りです )

本体の盗難防止対策として

ファスナーの引き手2つに
南京錠のようなロックをかけると
荷物の盗難を予防できます。
(※ロックは別売りです )

荷物の盗難防止対策として
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リヤボックスのフタに荷物を載せる場合

コード
ロック

フック

カン

重量のあるものを
取り付けると、

破損の原因となります。

BOXがキャリアから
10cm以上はみ出した状態で
使用しないでください。
型崩れの原因となります。

横置きの場合 縦置きの場合

ベルトは外さず、バックルを4か
所外せば、簡単に本体を取り外し
出来ます。
持ち運びの際には、サイドの”持ち
手”を持って運ぶと便利です。

ゴムバンドと、絞りベル
トを利用して荷物をしっ
かり固定してください。
市販のゴムネットを併用
すると、荷物をよりしっ
かり固定することができ
ます。


